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 要  旨 
Yb 添加ファイバー(YDF)は、高出力ファイバーレーザーとして多く用いられている。しかし、
励起波長である 975nm の光で強励起やパルス動作を行っていると、発振波長域(1 μm 付近)でレ
ーザー出力が低下する、フォトダークニング現象(PD)という問題を抱えている。これは、YDF内
でカラーセンターを生成することにより、可視域で非常に大きな吸収損失が生じ、この吸収損失
の影響を受け、発振波長域でも損失が生じるためである。PD の研究は現在も盛んに行われている
が、明確な原理は明らかにされていない。 
この PD による吸収損失を低減する方法として、フォトブリーチング(PB)がある。PB は可視か
ら紫外の光をファイバーに照射することで吸収損失を低減できる。我々の研究室では、波長 407 
nmの半導体レーザー(LD)を用いて PBの研究を行ってきた。この研究により PB の有用性、PBが
1 光子過程であることを明らかにしてきた。我々が研究してきた従来の方法では、ファイバーの
端面にレーザー光を集光するため複雑な光学系が必要となっていた。しかし、より簡単に PB を
行いたいと考え、側面照射を採用した。また、側面照射であれば集光の必要がないため、高輝度
特性が不要となる。そのため、低輝度な光源でも良いことから、LD に比べ安価で実用性に優れる
LED を用いることが可能となった。以上のことを踏まえ、本研究では PD が生じ損失の生じてし
まった YDFに対し、LEDを用いて側面照射を行い、実用性の検証を行った。 
最初に LED を用いた側面照射による PB が可能であるか検証を行った。Optical Spectrum 
Analyzer(OSA)で測定を行い、未使用の状態の YDF、PD 後のファイバーの状態、PB後のファイバ
ーの状態を調べることで、LED を用いた側面照射による PB が可能であることを明らかにした。
次に、YDFではどのような吸収損失の変化が生じているのかを検証するため、プローブ光を用い
た測定を行った。結果として、LED の照射強度に依存して、PB はより早く、より大きな損失低
減をすることがわかった。また、吸収損失変化のフィッティングを行った結果、PDにより生成さ
れた吸収損失には低減限界が存在することがわかった。 
本実験で得られた結果を元に、我々の研究室で従来行われてきた LD を用いた端面照射と比較
を行った。吸収損失変化のフィッティングにより得られたそれぞれの時定数を用い、照射強度と
の関係を調べた結果、LED と LD どちらの場合においても PB は 1 光子過程で生じており、同じ
メカニズムで PBが生じていると考えられる。 
 
